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試薬の安全管理
～ＳＤＳの見方について～

富士フイルム和光純薬株式会社



ＳＤＳ（ Safety Data Sheet）とは

化学物質や化学物質が含まれる原材料などを
安全に取り扱うために必要な情報を記載したもの。
（化学品を使用する者にとって非常に有用な情報伝達ツール）

MSDSからSDSへ
SDSは、国内では平成23年度までは一般的に「MSDS
（Material Safety Data Sheet：化学物質等安全データ
シート）」と呼ばれていましたが、国際整合の観点から、
GHSで定義されている「SDS」に統一された。

GHS：Globalｌy Harmonized System 
化学品の分類及び表示における国際調和システム

SDS
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１．毒物及び劇物取締法
⇒毒物、劇物

２．労働安全衛生法
⇒第57条の２物質「通知対象物質」

３．特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理
の改善の促進に関する法律（化管法、PRTR法）

⇒第一種指定化学物質、第二種指定化学物質

1～３以外でも義務ではないが、多くの「SDS」が提供
されています。

◆ 労働安全衛生法
危険有害性を有する全ての化学品についても
SDSの提供を行うことが努力義務

◆ 医薬品
毒劇法、労働安全衛生法の対象外⇒SDSの提供義務はない
化管法では対象⇒SDSの提供義務

SDS
提供義務

SDSの法的義務



ＧＨＳとは
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GHS（Globally Harmonized System of Classification 
and Labelling of Chemicals）

◆ＧＨＳは、化学物質の危険有害性の分類基準と
その表示方法を国際的に統一し、安全な使用・
輸送・廃棄を推進することを目的としている

◆ＧＨＳでは、ラベル及びＳＤＳにその危険有害性
の絵表示、注意喚起語、危険有害性情報、注意
書きを表記することが求められている



ＧＨＳ制度による表示の項目
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◆絵表示

◆注意喚起語 利用者に対して、潜在的な危険有害性を警告する語句

危 険 重大な危険有害性あり

警 告 危険より重大性が低い

記載なし さらに危険有害性が低い

◆危険有害

性情報

製品の危険有害性の性質とその程度を示す文書

ＧＨＳの各危険有害性区分に割り当てられた情報

例）極めて引火性の高い液体及び蒸気、強い眼刺激

◆注意書き 危険有害性をもつ製品への暴露、又はその不適切な

貯蔵及び取扱いから生じる危害を防止又は最小にするために取るべき
措置

例）「保管」涼しい所/換気の良い場所で保管すること

「予防策」熱/火花/裸火/高温のもののような着火源から遠ざけること－
禁煙



ＧＨＳ分類と情報伝達ツール
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分
類

危険有害性(ハザード）の分類基準

１．物理化学的危険性 （爆発物、可燃性等 16項目）
２．健康に対する有害性 （急性毒性、眼刺激性、発がん性等 10項目）
３．環境に対する有害性 （水生環境有害性 2項目）

情
報
伝
達

ラベル

ラベルにより、化学品
の危険有害性情報や
適切な取り扱い方法
を伝達

SDS（安全データシート）

事業者間の取引時に

SDSを提供し、化学品
の危険有害性や適切
な取り扱い方法を伝達



物理化学的危険性の分類項目
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１．爆発物 9. 自然発火性液体

２．可燃性／引火性ガス 10.自然発火性固体

３．エアゾール 11.自己発熱性物質及び混合物

４．支燃性／酸化性ガス 12.水反応可燃性物質及び混合物

５．高圧ガス 13.酸化性液体

６．引火性液体 14.酸化性固体

７．可燃性固体 15.有機過酸化物

８．自己反応性物質及び混合物 16.金属腐食性物質

注：危険性の分類項目はＪＩＳの改訂により変わります
本資料は旧ＪＩＳ(JIS Z 7253:2012)のものです。



健康有害性の分類項目
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１．急性毒性 ６.発がん性

２．皮膚腐食性／刺激性 ７.生殖毒性

３．眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性 ８.特定標的臓器毒性（単回ばく露）

４．呼吸器感作性または皮膚感作性 ９.特定標的臓器毒性（反復ばく露）

５．生殖細胞変異原性 10.吸引性呼吸器有害性

１．水環境有害性 ２．オゾン層への有害性

環境に対する有害性の分類項目

注：危険性の分類項目はＪＩＳの改訂により変わります
本資料は旧ＪＩＳ(JIS Z 7253:2012)のものです。



GHS絵表示
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GHSでは、情報伝達の手段として、危険有害性の特徴を
視覚的に示した絵表示（ピクトグラム)を用いています。

厚生労働省（平成27年9月作成）パンフレットより抜粋



誰でもがわかるように統一された絵表示
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◆飲んだり、触ったり吸い込んだりすると有害なもの

◆水環境に害をなすもの

◆爆発しやすいもの、火がつきやすいもの



アセトンのＳＤＳ
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本日はアセトンを例にして

ＳＤＳの見方、注意点等について

説明致します。



ＳＤＳの項目
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1.化学物質等及び会社情報 9.物理的及び化学的性質

2.危険有害性の要約 10.安定性及び反応性

3.組成、成分情報 11.有害性情報

4.応急処置 12.環境影響情報

5.火災時の措置 13.廃棄上の注意

6.漏出時の措置 14.輸送上の注意

7.取り扱い及び保管上の注意 15.適用法令

8.暴露防止及び保護措置 16.その他の情報



１．化学品及び会社情報
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◆化学品の情報
名称（製品コード）

◆供給者の情報
会社名称、住所、電話番号

◆その他
緊急連絡電話番号、推奨用途及び使用上の制限



２．危険有害性の要約
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◆ 化学品の重要危険有害性及び影響
（人の健康に対する有害な影響、環境への影響、物理的及び化学的危険性）

◆ ＧＨＳの表示項目を記載
GHS分類、絵表示、注意喚起語、危険有害性、注意書き

◆ 特有の危険有害性があればその旨を明確、かつ、簡潔に記載。



ＧＨＳ分類
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◆ＧＨＳ分類
・ この項目から、危険有害性が特定できる。
・ GHSに対応したSDSにおいては、GHS分類区分のあるもののみ記載。

GHS分類の結果、「分類できない」、「分類対象外」、「区分外」など、
区分に該当しない場合は省略。
⇒記載がないことが危険性や毒性がないことを意味するわけではない。

・GHS分類の結果は、2016年6月１日から義務化された化学物質の
リスクアセスメント（簡易手法：コントロールパンディング等）のデータに
利用されていることがある。

アセトンのＧＨＳ分類

分 類 区 分

引火性液体 ２

眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性 ２B

生殖毒性 ２

特定標的臓器毒性(単回暴露) ３

特定標的臓器毒性(反復暴露) １



ＧＨＳ分類（引火性の液体）
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引火性の液体 区分２

アセトン：沸点（初留点）：５６℃、引火点：-１８℃

区 分 基 準

区分１ 引火点＜２３℃及び初留点＝＜３５℃

区分２ 引火点＜２３℃及び初留点＞３５℃

区分３ 引火点＞＝２３℃及び＝＜６０℃

区分４ 引火点＞６０℃＝＜９３℃

引火性の液体の判断基準

区分 シンボル
マーク

注意
喚起語

危険有害性 注意書き
安全対策・応急措置・貯蔵・廃棄

区分１ 危険 H224 極めて引火性の高い液体及び蒸気 省略

区分２ 危険 H225 引火性の高い液体及び蒸気 省略

区分３ 警告 H226 引火性液体及び蒸気 省略

区分４ － 警告 H227 可燃性液体 省略



GHS分類（眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性）
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区分 シンボル
マーク

注意
喚起語

危険有害性 注意書き
安全対策・応急措置・貯蔵・廃棄

１ 危険 H318 重篤な眼の損傷 省略

２A 警告 H319 強い眼刺激 省略

２B － 警告 H320 眼刺激 省略

眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性の判断基準
区分１・・・非可逆的な影響
区分２・・・可逆的な影響

A・・・陽性で通常21日間以内で完全回復（可逆的）
B・・・陽性で通常7日間以内で完全回復（可逆的）

アセトンの場合は、眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性は、区分２B
であるので軽度の眼刺激性と判断されている。

※ ウサギの眼に被験物質を投与し、変化（結膜の発赤、浮腫、分泌物、虹彩の変化、
角膜の混濁等）を観察評点するドレイズ法で評価されてきた。



GHS分類（生殖毒性）
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区分 シンボル
マーク

注意
喚起語

危険有害性 注意書き
安全対策・応急措置・貯蔵・廃棄

１（１A
及びB）

危険
H360 生殖能又は胎児への悪影響

のおそれ
省略

２ 警告
H361 生殖能又は胎児への悪影響

のおそれの疑い
省略

生殖毒性の判断基準
区分１・・・ヒトに対して生殖毒性があることが知られている物質、

または、あると考えられる物質
A・・・ヒトに対して生殖毒性があることが知られている物質

（主に人における証拠をもとに行う）
B・・・ヒトに対して生殖毒性があると考えられる物質

（主に実験動物による証拠をもとに行う）

区分２・・・ヒトに対して生殖毒性が疑われる物質

アセトンは区分２であるのでヒトに対して生殖毒性が疑われる物質
と判断されている



GHS分類（特定標的臓器毒性(単回ばく露)）
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特定標的臓器毒性(単回暴露)の判断基準
区分１・・・・ヒトに重大な毒性を示す物質、又は実験動物での試験の根拠

に基づいて単回ばく露によって人に重大な毒性を示す可能性
があると考えられる物質
（実験動物の場合は、一般的に低濃度のばく露）

区分２・・・・実験動物を用いた試験の根拠に基づき単回ばく露によって
ヒトの健康に有害である可能性があると考えられる物質
（一般的に中程度のばく露）

区分３・・・・一時的な特定臓器への影響（麻酔作用、気道刺激性を含む）

アセトンは、単回ばく露で麻酔の作用、気道刺激性がある物質と判断
されている。

区分 シンボル
マーク

注意
喚起語

危険有害性 注意書き
安全対策・応急措置・貯蔵・廃棄

区分１ 危険 H370 臓器の障害 省略

区分２ 警告 H371  臓器の障害のおそれ 省略

区分３ 警告 H335 呼吸器への刺激のおそれ 省略

区分３ 警告 H336 眠気又はめまいのおそれ 省略



GHS分類（特定標的臓器毒性(反復ばく露)）
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特定標的臓器毒性(反復暴露)の判断基準
区分１・・・・ヒトに重大な毒性を示す物質、又は実験動物での試験の根拠

に基づいて反復ばく露によって人に重大な毒性を示す可能性
があると考えられる物質
（実験動物の場合は、一般的に低濃度のばく露）

区分２・・・・実験動物を用いた試験の根拠に基づき反復ばく露によって
ヒトの健康に有害である可能性があると考えられる物質
（一般的に中程度のばく露）

アセトンは、反復ばく露によって人の中枢神経系, 呼吸器系, 消化管に
重大な毒性を示す可能性があると考えられる物質であると判断されている。

区分 シンボル
マーク

注意
喚起語

危険有害性 注意書き
安全対策・応急措置・貯蔵・廃棄

区分１ 危険
H372 長期にわたる、又は反復ばく露に

よる臓器の障害
省略

区分２ 警告
H373 長期にわたる、又は反復ばく露に

よる臓器の障害のおそれ
省略



２項と他項の関係
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２項は、化学物質等が有している危険有害性の要約を

見やすいように記載したものである。
関連項目に目を通しながら読むことを推奨する。

危険有害性情報

（９） 物理的及び化学的性質

(10) 安定性及び反応性

(11) 有害性情報

注意書き(安全対策）

（６） 漏出時の措置

（７） 取扱い及び保管上の注意

（８） ばく露防止及び保護措置

注意書き（応急措置）

（４） 応急措置

（５） 火災時の措置

（６） 漏出時の措置

注意書き（保管） （７） 取り扱い及び保管上の注意

注意書き（廃棄） (13) 廃棄上の注意



３．組成及び成分情報
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化学品に含まれる対象化学物質の組成、含有率等

化学物質の審査及び製造等に関する法律
（化審法）の既存化学物質リストまたは官報
に掲載された官報告示番号

労働安全衛生法（安衛法）に
基づいて、官報に公示された
化学物質に付与された番号

米国ケミカルアブストラクツ・
サービスの登録番号
（XXXX-XX-X）

単一物質、混合物、キット、成型品、他

必ずしも全ての成分が記載されているわけではありません。
ＧＨＳ分類に寄与する成分が濃度限界以上存在する場合は記載。



４．応急措置
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化学品の取り扱いにおいて、作業者ばく露が生じた場合に取るべき応
急措置、絶対避けるべき行動等、医師による処置に先立って障害の程
度を小さくする為に現場で速やかに行うことが出来る適切な処置方法を
記載

吸入した場合 皮膚に付着した場合 眼に入った場合 飲み込んだ場合

応急措置



５．火災時の措置
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化学品が原因で火災が発生した場合、又は周辺火災に巻き込まれた
場合を想定して、消火の方法及び消火を適切かつ安全に行うための
注意事項を記載

・適切な消火剤
・使ってはならない消化剤
・特有の消化方法
・火災時の特有危険有害性
・消火を行う者の保護（保護具など）



６．漏出時の措置
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化学品が漏出又は流出した場合に、影響を適切かつ安全に防止し、
あるいは、最小限に抑えるために取るべき手段、流出物の処理等を記載

・人体に対する注意事項、保護具及び緊急時措置
・環境に対する注意事項
・封じ込め及び浄化の方法及び機材
・回収・中和
・二次災害の防止策

第8項の保護具参照



漏洩対処の例 （保護具も準備も忘れずに！）
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１．有機溶媒の時

１）周りに知らせる。一人で対応しない。

２）火の気を断つ（火気厳禁）

３）窓を開けて換気をする。

４）保護具（手袋、保護眼鏡､ﾏｽｸ等）着用

５）ウエス、オイルマット等で吸い取る

２．硫酸の場合

１）周りに知らせる。一人で対応しない。

２）窓を開けて換気（ミスト対策）

３）保護具（手袋、保護眼鏡､ﾏｽｸ等）着用

４）土砂等に吸着さて取り除くか、重曹で中和してふき取る。

可能であれば散水して希釈する。

濃硫酸を布に吸わせることは、発熱するので不向き

３．アルカリの場合（水酸化ナトリウム固体）

１）～３）は酸に同じ

４）空容器に回収、必要に応じて希酸で注意深く中和して

ふき取る。可能であれば散水して希釈する。

保護具も紹介



漏洩対策
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ピグ® ハズマット

全液体用 ：油、冷却水、溶剤、水用
油専用 ：油用、水をはじきます
ハズマット ：酸、腐食性、その他不明の液体用

漏洩対策キット
（バラ売りもあり）



７．取扱い及び保管上の注意
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化学品の取り扱い及び保管（主として容器もよる貯蔵）に関する一般的な
注意事項が記載している

◆ 取り扱い
技術的対策、注意事項、安全取扱注意事項

◆ 保管
保管条件、安全な容器包装機材、混触禁止物質



ドラフトの使用上の注意
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概要（使用目的）＆使用上の注意

１．実験で取り扱う人体に有害な気体や粉じん、揮発性の高い
有害溶媒などを吸い込まないよう、実験者を保護するための
排気装置

２．スイッチを入れると、屋外にあるファンが動き
内部の空気を排気

３．前面の扉を必要以上に扉を大きく開けて
はいけない

（前面の扉が大きく開いていると、
十分な排気能力を得ることができない）

４．手だけを入れて作業し、顔を入れてはいけない
（顔を入れると有害な物質を吸い込む可能性が大）



ドラフトの使用上の注意
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局所排気装置は､時々物置に変身



化学品を入れたアルミ缶が破裂 （2012年10月）
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東京メトロの車両内でアルミ缶が破裂し男女16人が軽傷を

負った。業務用洗剤（強アルカリ性）をアルミ缶に入れて持

ち帰る途中に事故が発生した。

～原因～

アルミ缶（アルミニウム）と業務用洗剤（成分：水酸化ナト

リウム）が反応し、水素ガスが発生し缶が破裂した。

Al ＋ 2NaOH ＋ 6H２O → 2Na[Al(OH）４] ＋3H2↑

～薬品は入れ替える時は

その容器の材質にも注意！～

容器起因の事故



塩素ガス中毒 （１９８７年１２月）
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NaClO + 2HCl → NaCl + H2O + Cl2↑

徳島県の主婦が、トイレで「塩素系漂白剤」と「塩酸系汚れ落とし」を
混ぜて使用し、塩素中毒で死亡

塩素系漂白剤 ： 次亜塩素酸ナトリウム
塩酸系汚れ落とし ： 塩酸

【類似の事故例】
・2014年1月

調理作業室内で、作業者が誤って、次亜塩素酸ナトリウム液をクエン酸液の
タンクへ注いだところ、塩素ガスが発生し室内に充満した。室内にいた3名が
これを吸引し、呼吸困難等の塩素ガス中毒となった。

混触起因による事故

次亜塩素酸ナトリウムの混触禁止物質：酸類



８．曝露防止及び保護措置（１）
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作業環境評価基準の別表に定められて
いる管理濃度を記載している

日本産業衛生学会、ACGIHの許容濃度の
勧告値等を記載している
STEL：短時間ばく露限界
TWA：時間加重平均

化学品のばく露により生ずる急性または慢性の健康障害を予防するための
設備上の対策、管理濃度、許容濃度、保護具について記載している。

管理濃度：
有害物質を扱う作業環境の管理状態の良否を判断する
際の指標で、物質ごとに空気中の濃度が規定されています。



許容濃度（日本産業衛生学会とACGIHの違い）
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TLVs（Threshold Limit Values）

日本産業衛生学会
「労働者が1日8時間、週40時間程度、肉体的に激しくない労働強度
で有害物質に暴露される場合に、当該有害物質の平均ばく露濃度
がこの数値以下であれば、ほとんどすべての労働者に健康上の
悪い影響が見られないと判断される濃度である」
（週5日働いた平均）で判断

ACGIH (米国産業衛生専門会議）
「毎日ばく露されてもほとんどすべての労働者に健康上の悪い影響
をきたすことがないと信じられる化学物質の空気中濃度あるいは作
業環境である」

（毎日ばく露）で判断



ガス検知管
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改正労働安全衛生法に基づくリスクの見積り方法の一つである「実測による方
法」において、検知管を用いた測定は、化学物質の気中濃度を測定する方法の
中でも簡易な測定とされています。

検知管を用いた測定は、比較的安価かつ専門的な設備や知識がなくても結果が
得られるうえに、その場で測定結果を把握でき、発生源の特定などにも有用です。

■ 小型・軽量で操作簡単
■ 電源不要で現場で測定可能
■ グリップの色は、4 色から選択可能

約200 種類（対象ガス名）の検知管を揃えています！



８．曝露防止及び保護措置（２）
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ばく露防止策
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対 策 例 効 果 （例）

換気する 呼吸からの摂取を減らす

手袋を着用する 皮膚からの摂取を減らす

保護眼鏡を着用する 皮膚（眼）からの摂取を減らす

防毒マスクを着用する 呼吸からの摂取を減らす

ドラフトを使用する 呼吸からの摂取を減らす

現在毒性学の概念 毒性学の父：パラケルスス（Paracelsus）１４９３－１５４１

「全てのものは毒であり、毒でないものなど存在しない。
その服用量こそが毒であるか、そうでないかを決める」

⇒ 化学物質のばく露量（摂取量）を低減することで
化学物質のリスクを減らすことができる



有機溶剤による中毒

店内清掃作業中、陳列棚等にあった粘着シールのはがし

跡をふき取るため、アセトン含有の除光液を染み込ませた

布を使用していたところ、作業開始から約１時間後に気分

が悪くなり、病院へ搬送された（ｱｾﾄﾝ中毒）。

除光液 ：ｱｾﾄﾝ約70%

発生原因 ：換気不十分、呼吸用保護具なし

（厚生労働省ＨＰより）（平成18年1月事故）
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有機粉塵による肺疾患（2017年4月）

39

高分子化合物等を製造する国内の化学工場の同じ作業場
で働いていた６名に、肺の繊維化や間質性肺炎などの肺疾患
が発症した。６名のうち５名は業務歴が２年前後と短期間。

現時点では、この吸入性粉塵による肺疾患の発生機序等
は明確になっていない。

厚生労働省⇒注意喚起（予防的観点）
◆化学物質の種類を問わず、高濃度の粉塵などを

吸入すると肺疾患などの健康障害を生じるおそれがある。

◆吸入性粉塵のばく露に注意！

◆防塵対策、粉塵マスクの着用
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シルキーマスク DF620N

国家検定合格

635-40851 

スカイマスク

639-40871 632-40861 

直結式小型吸収缶
（有機ガス用）

サージカルマスク

適切な保護具の選択

サージカルマスク（日常使用しているマスク）

外科用のマスクという意味で、本来、手術の時などに医師の
口から唾液や雑菌などが患者の手術部位に付着しないよう
に開発されたマスク

日常使用しているマスクでは有機溶剤、粉塵から身を守る
ことはできない！

有機溶剤用防毒マスク、防塵マスクは国家検定合格品を
使用すること



１．実験で水酸化ナトリウム水溶液を使用していた。溶液

を扱った手で目をこすってしまい角膜を損傷してしまった。

２．水酸化ナトリウム粉砕時に小片がメガネの横から片眼に

入り負傷した。

・アルカリ溶液はたんぱく質を直接破壊する。

・水酸化ナトリウムは目、皮膚、気道に対して強い腐食性

を示し、強酸よりも大きな障害を起こすことがある。

特に目に入った場合は失明する危険もあるため、溶液を

扱った後はすぐに手を洗う。

・目に薬品が入ったら15分以上流水で洗うこと。

～適切な保護眼鏡、ゴーグル着用の

ルール化（習慣づけ）が大事～

水酸化ナトリウムによる薬傷
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保護メガネの種類

42

＜メガネ型＞
普通のメガネと同じだが、横や斜めからの眼への飛入を防止する。

＜オーバーグラス型＞

通常のメガネを使用していても、その上から着用できる。

＜ゴーグル型＞
眼を完全に覆うタイプのものであり、気密性の高いものでは、
蒸気やガスにも対応できる。

近視用のメガネなどは保護メガネの代用にはなりません。



福井県の染料工場で、ｏ-トルイジン等の化学物質を取り
扱う作業に従 事していた複数名の労働者が膀胱がんを
発症した事案が発生した。

～原因～
o-トルイジンに汚染された保護手袋の使用などにより、
同物質を長期間 にわたり皮膚から体内に吸収した
ことによる。

～対策～
・有害物質の皮膚からの吸収にも注意
・清潔な保護具の使用

オルト-トルイジンで膀胱がん発症（2015年2月）



９．物理的及び化学的性質
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物理的及び化学的情報を記載



１０．安定性及び反応性
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化学品の反応性、化学的安定性及び特殊な条件下で生じる
危険有害反応可能性を記載している。

・ 安定性（安定性、反応性）
・ 危険有害反応可能性
・ 避けるべき条件
・ 混触危険物質
・ 危険有害な分解生成物



１１．有害性情報
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第２項の危険有害性（健康）の情報を記載している。

・ 急性毒性（経口、経皮、吸入）
・ 皮膚腐食性及び皮膚刺激性
・ 眼に対する重篤な損傷性又は眼刺激性
・ 呼吸器感作性又は皮膚感作性
・ 生殖細胞変異原性
・ 発がん性
・ 生殖毒性
・ 特定標的臓器毒性（単回ばく露）
・ 特定標的臓器毒性（反復ばく露）
・ 吸引性呼吸器有害性

試薬の場合は、危険有害性のデータが無い場合が多いので注意



１２．環境影響情報
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・生態毒性 ：魚、甲殻類(ミジンコなど）、藻類などの生体に対する毒性等を記載
・残留性・分解性 ：活性汚泥等の微生物による分解の難易に関する情報
・生体蓄積性 ：魚等が摂取した場合に体内に蓄積（濃縮）される度合いに関する情報
・土壌中の移動性 ：土壌中で移動する可能性に関する情報
・オゾン層への有害性移動性：モントリオール議定書にリストアップされているか否

化学品の予想される挙動・起こりえる環境影響などを記載



１３．廃棄上の注意
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廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃棄物処理法）
に従って処理すること

・排出事業者は、その産業廃棄物を自らの責任において
適正に処理しなければならないこととされております。

（法第３条第１項、法第11条第１項）

・自ら処理することができない場合は、知事の許可を
持った産業廃棄物処理業者に委託して処理すること。

（法第12条第５項）



１４．輸送上の注意
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化学品を輸送する際に注意すべき点
輸送に関する国際規制によるコード及び分類などを記載

国連番号、品名、国際分類
副次危険性、容器等級
は、陸上、海上、航空で
共通

日本国内の陸上輸送とは
関係がありません。

国内でも飛行機に薬品を
搭載する時は必要です。

国連番号 ： 「危険物輸送に関する国連勧告」による国連番号
品名 ： 国連輸送名
国連分類 ： 輸送における危険有害性クラス
容器等級 ： 該当する場合記載



１５．適用法
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化学品がSDS提供義務の対象となる旨を記載すると

ともに、適用される他法令についての情報



１６．その他の情報
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◆ 引用文献、参照ホームページ等
◆免責事項



SDS活用の際の留意事項
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１． ＳＤＳの内容を理解するには危険有害性等の
基礎知識が必要

２． ＳＤＳの内容は必ずしも十分ではないことがある

３． ＳＤＳだけでは情報不足の時があるので注意
ＳＤＳ以外の情報も活用

４． ＳＤＳは一般的な利用を想定している

５． ＳＤＳの表現は、職場で利用する表現と異なる
場合がある

６． 最新版のＳＤＳを入手し、活用すること
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安衛法第101条4項

労働安全衛生法第101条4項
事業者は、第五十七条の二第一項又は第二項の規定により通知された
事項を、化学物質、化学物質を含有する製剤その他の物で当該通知された
事項に係るものを取り扱う各作業場の見やすい場所に常時掲示し、

又は備え付けることその他の厚生労働省令で定める方法により、
当該物を取り扱う労働者に周知させなければならない。

安衛法57条の２の通知物質（SDS）に関わる
その通知された事項

事業者

常時各作業場の見やすい場所に掲示し
又は備え付けること等

労働者に周知



SDSの入手方法
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１．当社ホームページより
製品名・製品コードなどで
製品を検索

２．対象の製品名をクリック
製品詳細へ

３．ドキュメントより言語
を選択
ＪＰ・・・日本語
EN・・・英語




